
　農業経営基盤強化促進法の改正により、農用地利用集積計画による貸借・売買は、令和7年
3月をもって廃止となりました。4月からの農地の貸借・売買は農地法第３条許可または農地
中間管理機構（農地バンク）経由での手続きとなります。

メリット（協力金等は一定の条件を満たす必要があります）

❷出し手のメリット❶地域のメリット ❸受け手のメリット
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（詳しくは農林事務所・農業普及所へ）

◆安心して農地を貸し出せます。

◆

◆

◆

農地中間管理事業のしくみ

出し手の事情（相続等）に煩わされることなく、長期の借入
が可能となり、農地の集約化により経営が効率化します。
多くの出し手との契約でも、賃借料の精算は農地バン
クが行うので事務が軽減されます。

さまざまな補助事業において、農地バンクの活用実績
が必須条件とされたり、採択ポイントアップや補助金
額が加算される仕組みとなっています。要件を満たす場合は固定資産

税の軽減措置が受けられます。

贈与税・相続税の納税猶予が
継続できます。

農業者年金の加算付年金を受
給できます。

◆地域の農業の発展が期待
できます。

◆「地域集積協力金」が交
付されます。

農地の借受

賃借料の支払

農地の貸付

賃借料の徴収

農地を
貸したい方
（農地所有者）

市 町 村
（地域計画の策定主体 )

地 域 計 画

地域計画の実現に向けた貸借

農地を
借りたい方
（担い手等）

相談・申込み 相談・申込み

連携・協力
（業務委託）
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農地バンク

農業委員会
目標地図素案の作成
農地利用最適化活動

（地域農業を「担う者」（担い手等）による農地の活用計画）

第56号
令和７年３月14日

編集・発行

須賀川市農業委員会
TEL.0248-88-9165

（直通）

◆ 橋本　孝一（委員長・小塩江地区）
◆ 𠮷田　和男（副委員長・西袋地区）
◆ 関根　隆二（大東地区）
◆ 古川　修一（岩瀬地区）
◆ 有我　康志（浜田地区）
◆ 宗像　敏雄（稲田地区）
◆ 根本　充佳（仁井田地区）
◆ 森田　正樹（長沼地区）

　
暖
か
い
陽
気
と
な
り
、農
家
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、何
か
と
忙
し
い
時
期
に
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
温
暖
化
の
影
響

で
、春
と
秋
が
足
早
に
去
っ
て
い
く
よ
う
な
気

が
し
ま
す
が
、自
然
災
害
が
本
年
も
無
い
事
を

願
う
ば
か
り
で
す
。農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
農
業
資
材
の
高
騰
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
な
ど
様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、経
営

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
農
業
委
員
会
と
し
て
、
広
報「
か
け
は

し
」を
通
し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の

で
、農
家
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

広
報
委
員

　宗
像

　敏
雄

編
集
後
記

広報委員紹介
　大東地区（大栗）の須田忠一さん（６９才）を紹介します。
忠一さんは、令和６年７月に本宮市で開催された繁殖牛の品質や血
統、発育状況などを競う「ＪＡグループ和牛繁殖飼育者協議会全国農
業協同組合連合会福島県本部共催令和６年度ＪＡグループ福島肉用牛
共進会」において、各支部で選抜された牛の中で、見事、最高賞の農
林水産大臣賞を受賞しました。
　繁殖牛の親牛は他より購入するのではなく、主に自家で産まれた牛
を育て、血統を熟慮して繁殖させ、牛の品質向上を図った結果が、こ
の度の受賞に繋がったのではないかとのことです。
　現在、繁殖農家として親牛３２頭、子牛２０頭（子牛のままで売りに出
す牛と親牛まで育てる牛）を飼育する傍ら、水稲３ｈａ、飼料４ｈａの作付
けも行っていて、一部遊休農地になっていた農地に、飼料にするトウ
モロコシを栽培しているため、遊休農地の解消にもなっています。
　今は、孫と一緒に牛へのエサやりが楽しみと語り、今後は、肥育農家
（子牛を売りに出す先）に喜んでもらえるような子牛を育てていきた
いとのことでした。 広報委員　関根　隆二
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が変わります農地の の貸借･売買 手続き

「かけはし」は再生紙を使用しています。
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　浜尾地区のどんと焼きが１月８日、同地区の
鹿島神社で行われました。正月のしめ飾りなど
を燃やす伝統行事で、当日の早朝から火がとも
され、パチパチと音を立てながらゆっくりと燃
え上がりました。区役員と神社役員が、一年の
無病息災を願って炎を囲んでいました。

広報委員　有我　康志

こんな をしています！
農業委員･農地利用最適化推進委員は

活動

が必要です！
農地の転用には

の許可農業委員会

どんと焼き

農
業
委
員
会
視
察
研
修
受
け
入
れ
に
つ
い
て

令
和
６
年
度 

県
外
研
修･

福
島
県

下
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加
し
て

広
報
委
員
長

　橋
本

　孝
一

　
昨
年
11
月
１
日（
金
）に
、
喜
多
方
市
農
業

委
員
会
28
名
が
須
賀
川
市
を
訪
れ
、
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。当
市
は
会
長
を
は
じ
め

７
名
の
各
委
員
長
等
が
出
席
し
対
応
し
ま
し

た
。研
修
の
中
で
、
喜
多
方
市
に
つ
い
て
次
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
喜
多
方
市
は
、
平
成
18
年
に
５
つ
の
市
町

村
が
合
併
し
、
各
地
の
地
域
を
生
か
し「
蔵
の

町
」「
ラ
ー
メ
ン
」「
熱
塩
温
泉
」「
山
都
そ
ば
」

な
ど
、
観
光
資
源
に
は
事
欠
か
な
い
全
国
的

な
知
名
度
を
誇
っ
て
い
ま
す
。農
地
面
積
は
、

喜
多
方
市
が
８
０
２
０
ha
、
当
市
は
７
０
２

０
ha
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
え
る
概
要
と
は
い
え

降
雪
量
も
比
較
的
少
な
い
当
市
に
対
し
て
、

会
津
地
方
特
有
の
豪
雪
と
、
中
山
間
地
特
性

の
栽
培
内
容
な
ど
、
基
本
的
な
農
業
観
の
差

異
を
感
じ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
の
中
で
は
、高
齢
化
に
よ
る
管

理
不
足
と
離
農
の
加
速
化
、鳥
獣
被
害
に
よ
る

耕
作
意
欲
の
低
下
、水
稲
経
営
で
親
元
就
農
と

な
る
場
合
に
対
す
る
行
政
の
支
援
が
更
に
必

要
だ
と
い
っ
た
意
見
な
ど
が
活
発
に
交
わ
さ

れ
、
ど
の
地
域
で
も
抱
え
る
農
地
、
農
業
問
題

は
大
同
小
異
な
の
か
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
他
に
、
山
形
県
鶴
岡
市
農
業
委

員
会
が
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
テ
ー

マ
に
、当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

広
報
委
員

　根
本

　充
佳

　
昨
年
11
月
14
日（
木
）に
、
令
和
６
年
度
県

外
研
修
が
新
潟
県
長
岡
市
で
、
翌
15
日
に
福

島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
が
「
ユ
ラ
ッ
ク
ス

熱
海
」で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員
13

名
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
12
名
、事
務

局
２
名
の
計
、27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
長
岡
市
は
、人
口
２
５
６
，０
８
４
人
で
農

家
戸
数
５
，
７
５
０
戸
、
農
業
従
事
者
９
，
１

７
６
人
、経
営
耕
地
面
積
１
８
，１
０
０
ha
の

規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
24
名（
う
ち
女

性
４
名
）、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
52
名

（
う
ち
女
性
１
名
）
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は

毎
月
末
、
申
請
さ
れ
た
議
案
書
に
つ
い
て
農

業
委
員
の
み
を
招
集
し
て
審
議
を
行
っ
て
い

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
研
修

会
、特
別
会
議
を
開
催
し
、農
繁
期
以
降
11
〜

12
月
に
加
入
推
進
強
化
期
間
と
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、個
別
訪
問
な
ど
を
行
い
、主

に
各
地
区
の
加
入
推
進
部
長
が
、
加
入
勧
奨

者
名
簿
を
も
と
に
加
入
推
進
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。今
回
の
研
修
成
果
を
今

後
の
委
員
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会

で
は
、
本
県
農
業
・
農
村
の
現
状
を
踏
ま
え

て
、先
般
の
通
常
国
会
の
中
で
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
案
が
成
立
し
、
そ
の
中
に
は
食

料
保
障
に
加
え
、
担
い
手
育
成
や
農
村
復
興
、

環
境
負
荷
低
減
や
ス
マ
ー
ト
農
業
等
に
つ
い

て
の
考
え
方
が
明
記
さ
れ
、
令
和
７
年
の
通

常
国
会
に
お
い
て
法
案
を
提
出
し
、
食
料
安

全
保
障
の
確
立
が
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
る
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
現
場
で
は
、
地
域
計
画

の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
が
正
念
場
を
迎

え
て
お
り
、
農
業
委
員
を
中
心
に
出
し
手
・

受
け
手
の
意
向
把
握
、
集
落
で
の
合
意
形
成

に
向
け
た
話
し
合
い
へ
の
積
極
的
な
協
力
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
優
良
農
業
委
員
会
等
の
大
会
表

彰
、
東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
鈴
木
亘
弘

氏
に
よ
り
「
食
料

安
全
保
障
の
観
点

か
ら
見
た
日
本
農

業
の
現
状
と
将
来

像
」
と
題
し
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　農業委員会では、遊休農地の実態把握と違反転用を防止するため、毎年６月～８月にかけて、各
地域の農業委員と農地利用最適化推進委員が、農地のパトロールをしています。
　今年も市内各地で行いますので、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

　農地を転用するには、許可申請をする必要があります。許可には、農地区分ごとに立地基準と
一般基準があります。くわしくは農業委員会事務局までご相談ください。

します！を 実施農地パトロール
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　浜尾地区のどんと焼きが１月８日、同地区の
鹿島神社で行われました。正月のしめ飾りなど
を燃やす伝統行事で、当日の早朝から火がとも
され、パチパチと音を立てながらゆっくりと燃
え上がりました。区役員と神社役員が、一年の
無病息災を願って炎を囲んでいました。

広報委員　有我　康志
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が必要です！
農地の転用には
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市
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ま
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名

（
う
ち
女
性
１
名
）
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は

毎
月
末
、
申
請
さ
れ
た
議
案
書
に
つ
い
て
農

業
委
員
の
み
を
招
集
し
て
審
議
を
行
っ
て
い

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
研
修

会
、特
別
会
議
を
開
催
し
、農
繁
期
以
降
11
〜

12
月
に
加
入
推
進
強
化
期
間
と
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、個
別
訪
問
な
ど
を
行
い
、主

に
各
地
区
の
加
入
推
進
部
長
が
、
加
入
勧
奨

者
名
簿
を
も
と
に
加
入
推
進
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。今
回
の
研
修
成
果
を
今

後
の
委
員
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会

で
は
、
本
県
農
業
・
農
村
の
現
状
を
踏
ま
え

て
、先
般
の
通
常
国
会
の
中
で
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
案
が
成
立
し
、
そ
の
中
に
は
食

料
保
障
に
加
え
、
担
い
手
育
成
や
農
村
復
興
、

環
境
負
荷
低
減
や
ス
マ
ー
ト
農
業
等
に
つ
い

て
の
考
え
方
が
明
記
さ
れ
、
令
和
７
年
の
通

常
国
会
に
お
い
て
法
案
を
提
出
し
、
食
料
安

全
保
障
の
確
立
が
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
る
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
現
場
で
は
、
地
域
計
画

の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
が
正
念
場
を
迎

え
て
お
り
、
農
業
委
員
を
中
心
に
出
し
手
・

受
け
手
の
意
向
把
握
、
集
落
で
の
合
意
形
成

に
向
け
た
話
し
合
い
へ
の
積
極
的
な
協
力
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
優
良
農
業
委
員
会
等
の
大
会
表

彰
、
東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
鈴
木
亘
弘

氏
に
よ
り
「
食
料

安
全
保
障
の
観
点

か
ら
見
た
日
本
農

業
の
現
状
と
将
来

像
」
と
題
し
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　農業委員会では、遊休農地の実態把握と違反転用を防止するため、毎年６月～８月にかけて、各
地域の農業委員と農地利用最適化推進委員が、農地のパトロールをしています。
　今年も市内各地で行いますので、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

　農地を転用するには、許可申請をする必要があります。許可には、農地区分ごとに立地基準と
一般基準があります。くわしくは農業委員会事務局までご相談ください。

します！を 実施農地パトロール
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　農業経営基盤強化促進法の改正により、農用地利用集積計画による貸借・売買は、令和7年
3月をもって廃止となりました。4月からの農地の貸借・売買は農地法第３条許可または農地
中間管理機構（農地バンク）経由での手続きとなります。

メリット（協力金等は一定の条件を満たす必要があります）

❷出し手のメリット❶地域のメリット ❸受け手のメリット

◆

◆

◆

（詳しくは農林事務所・農業普及所へ）

◆安心して農地を貸し出せます。

◆

◆

◆

農地中間管理事業のしくみ

出し手の事情（相続等）に煩わされることなく、長期の借入
が可能となり、農地の集約化により経営が効率化します。
多くの出し手との契約でも、賃借料の精算は農地バン
クが行うので事務が軽減されます。

さまざまな補助事業において、農地バンクの活用実績
が必須条件とされたり、採択ポイントアップや補助金
額が加算される仕組みとなっています。要件を満たす場合は固定資産

税の軽減措置が受けられます。

贈与税・相続税の納税猶予が
継続できます。

農業者年金の加算付年金を受
給できます。

◆地域の農業の発展が期待
できます。

◆「地域集積協力金」が交
付されます。

農地の借受

賃借料の支払

農地の貸付

賃借料の徴収

農地を
貸したい方
（農地所有者）

市 町 村
（地域計画の策定主体 )

地 域 計 画

地域計画の実現に向けた貸借

農地を
借りたい方
（担い手等）

相談・申込み 相談・申込み

連携・協力
（業務委託）

●福島県　●JA（一部業務委託）　●土地改良区（一部業務委託）

支援

農地バンク

農業委員会
目標地図素案の作成
農地利用最適化活動

（地域農業を「担う者」（担い手等）による農地の活用計画）

第56号
令和７年３月14日

編集・発行

須賀川市農業委員会
TEL.0248-88-9165

（直通）

◆ 橋本　孝一（委員長・小塩江地区）
◆ 𠮷田　和男（副委員長・西袋地区）
◆ 関根　隆二（大東地区）
◆ 古川　修一（岩瀬地区）
◆ 有我　康志（浜田地区）
◆ 宗像　敏雄（稲田地区）
◆ 根本　充佳（仁井田地区）
◆ 森田　正樹（長沼地区）

　
暖
か
い
陽
気
と
な
り
、農
家
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、何
か
と
忙
し
い
時
期
に
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
温
暖
化
の
影
響

で
、春
と
秋
が
足
早
に
去
っ
て
い
く
よ
う
な
気

が
し
ま
す
が
、自
然
災
害
が
本
年
も
無
い
事
を

願
う
ば
か
り
で
す
。農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
農
業
資
材
の
高
騰
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
な
ど
様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、経
営

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
農
業
委
員
会
と
し
て
、
広
報「
か
け
は

し
」を
通
し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の

で
、農
家
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

広
報
委
員

　宗
像

　敏
雄

編
集
後
記

広報委員紹介
　大東地区（大栗）の須田忠一さん（６９才）を紹介します。
忠一さんは、令和６年７月に本宮市で開催された繁殖牛の品質や血
統、発育状況などを競う「ＪＡグループ和牛繁殖飼育者協議会全国農
業協同組合連合会福島県本部共催令和６年度ＪＡグループ福島肉用牛
共進会」において、各支部で選抜された牛の中で、見事、最高賞の農
林水産大臣賞を受賞しました。
　繁殖牛の親牛は他より購入するのではなく、主に自家で産まれた牛
を育て、血統を熟慮して繁殖させ、牛の品質向上を図った結果が、こ
の度の受賞に繋がったのではないかとのことです。
　現在、繁殖農家として親牛３２頭、子牛２０頭（子牛のままで売りに出
す牛と親牛まで育てる牛）を飼育する傍ら、水稲３ｈａ、飼料４ｈａの作付
けも行っていて、一部遊休農地になっていた農地に、飼料にするトウ
モロコシを栽培しているため、遊休農地の解消にもなっています。
　今は、孫と一緒に牛へのエサやりが楽しみと語り、今後は、肥育農家
（子牛を売りに出す先）に喜んでもらえるような子牛を育てていきた
いとのことでした。 広報委員　関根　隆二
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が変わります農地の の貸借･売買 手続き

「かけはし」は再生紙を使用しています。
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